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cr u st a c e a n s i n t h e s u b a l
･

Cti c P a cifi c a n d t h e B e ri n g S e a .

(太平洋亜寒帯域お よび
ベ ー

リ ン グ海にお け る甲殻類 マ イク ロ ネ タ トン の 分布 ､

群集構造 ,
お よび摂餌生態に 関する研究)

甲殻類マ イク ロ ネク トン は主 に十脚類 ､
オ キア ミ頬 お よ びアミ類から構成され ､ 海洋

の表層 か ら深層まで広く分布 して い る｡ こ れらは魚類 マ イ ク ロ ネク トン とともに海洋食物

網 にお い て動物プラ ンク トン と高次捕食者 をつ なぐ ､ 重要な役割 を果た して い る こ と が指

摘され て い る ｡ 太平洋 亜寒 帯域 とベ
ー

リ ン グ海にお け る魚類 と動物プ ラ ンク トン の 漂泳食

物網 - の 寄与に つ い ては 近年 多くの 研究があるが ､ 動物プ ラ ン ク トン の掃食着で もあ る甲

殻類 マ イ ク ロ ネク トン に関す る知見は限られて い る｡ 本研究は 太平洋亜寒帯域お よ び
ベ ー

リ ン グ海 における甲殻類 マ イ ク ロ ネク トン の 群集構造 ､ 鉛直分布 ､ 摂餌生態お よ び食物網

にお ける役割を評価する こ とを目的と し､ 以下の ように要約される ｡

第 1 章で は ､ 北太 平洋亜寒帯域に おける生態系の 構造と機 能に関す る知見を総説 し､ こ

の海域の 食物網 における甲殻類 マ イ ク ロ ネク トン の潜在的重要性を指摘す るとともに研 究

の 必要性 と目的を明示 したo

第 2 牽で は ベ ー

リ ン グ海と北太平洋亜寒帯域の 1 9 測点に おいて ､
深度 o - 1 0 0 0 m にお

ける浮遊性甲殻類 ( 十脚類 ､
オキ ア ミ類 ､

ア ミ類) の バ イ オ マ ス ､ 個体数､
種多様性及 び

群集構造 を解析 した ｡ 試料か ら十脚類 1 5 種 ､
オ キア ミ類 1 6 種 ,

ア ミ類 1 0 種を同定 したo

種多様性 (H
･

) は十脚類とオ キア ミ類 では西部亜寒帯域よ りも東部亜寒帯域で高 い が ､
ア

ミ類は 西部亜寒帯域で最も高か っ たo ク ラ ス タ
ー

分析 に よ っ て群集構造の 類似度 を解析 し



た結果 ､ 各動物群は 3 - 4 の ク ラ ス タ
ー に分 けられ た ｡ ア ミ類は測点間の 類似度が最も高

く
,
次 い で十脚類､

オ キ ア ミ類とな っ た｡ こ の群集構造の 違い は ､
生息深度の 違い と 関係

するもの と考えられた ｡

第 3 章で は北太平洋亜寒帯域の 西部､ 中部 ､ 東部お よび ベ
ー リ ン グ海外洋域にお い て ､

甲殻類 マ イ ク ロ ネク トン の 鉛直分布 を明らか にす るために昼夜
~
の観測を行 っ た Q オ キア ミ

類の優占種 E u p h a u s 7
'

a p a c lji c a , Th y s a n o e s s a in s pi n a t a 及 び T l o n g lP e s は , 昼間は より深層

に分布 し､ 夜間は海 水面あ るい は水面付近に バイ オ マ ス の ピ
ー

ク を示 し､ 広範囲 の 日周鉛

直移動を示 したo ア ミ類 の 優占種 3 種 の 内 G n a th o p a 2JSi a gig a s の みは 日周鉛直移動の 傾向

がみられたが ､
E u c o p ia g rz

'

m a ldii と B o 7
･

e O m y Sis c a ll
'

To ,
･

n i c a は昼夜ほぼ同じ深度に 分布 し

たo S e rg e st e s si m ili s で は夜間 の バイ オ マ ス のゼ
-

ク は表層 に位 置 し､ 最も広範囲 を移動す

る十脚類 で あ っ た o H y m e n o d o r a P o n t alis は夜間中層内で 上昇す る傾向がみ られ ､ 昼間よ

り 1 0 0 m 浅 い深度に ピ
ー クが 見られた ｡

第 4 章 では十脚類 とア ミ類 の 食性 を明らかにす るた め ､ 北太平洋亜寒帯域の 4 測点にお

い て R M T 8 を用 い た昼夜 1 2 層の 鉛直区分採集を行 っ た ｡ 得られた試料か ら個体数 で優占

する十脚類 3 種お よびア ミ類 1 種 の消化管内容物 を分析 した ｡ 十脚類 3 種 の 内容物か らは

カイ ア シ類 ､ ヤ ム シ類 ､ 十脚類 ､
オ キアミ類お よび ア ミ類 の破 片が確認された｡

一

方 ､
ア

ミ類の 内容物は不定形の 物質の み が消化管後部 に存在 した ｡ こ れらの 内容物は ､ 種 内で は

雌雄 に よ る摂餌パ タ
ー ン の 遠 い は見られず ､ 海域間 でも有意 な違い は み られなか っ た ｡ 十

脚類はおもに肉食性 で あ っ たが ､
3 種間で 消化管内容物 に違い が み られ ､ 特 に S e rg e s t e s ･w

'

m ilis

は最も多様 な内容物を含ん で い た｡

第 5 章 で は本研究で得られた甲殻類 マ イ ク ロ ネ ク トン の 水平お よび鉛直分布 と摂餌生 態

に関す る定性調査 の 結果 に ､ 捕食圧 に関する既往 の知見を加 えて解析 を行い ､ 食物網 にお

ける甲殻類 マ イ ク ロ ネク トン の 重要性 を評価 した o こ の 結果太平洋亜寒帯域にお ける甲殻

類 マ イ ク ロ ネク ト ン の 捕食圧 は ､
ハ ダカイ ワ シ類等 の中層性魚類と同程度で ある こ とが示

唆された ｡ これ に よ っ て ､ 甲殻類 マ イ ク ロ ネク トン は カイ ア シ類の 生産に多大な影響力を

もち ､
また捕食者 にと っ て重要な食物資源となっ て い るもの と考えられたo

以上 の ように本論文は太平洋亜寒帯域にお ける甲殻類
マ イ ク ロ ネク トン の 群集構造 ､

鉛直 ･ 水平分布 ､
お よび優 占種 の 消化管内容物に 関する豊富な新知見を提供 して い るo ま

た従来個別の 研究で扱 われて い た十脚類 ､ オ キア ミ類 ､
お よび ア ミ類の 分布様式 を同時採

集試料に もとづき比較す る こ と により ､ 十脚類とア ミ寮の 食物網 における役割に つ い て 興

味深 い論議 を展開 してお り ､ 学術上 ､ 応用上貢献す るとこ ろが大きい o よ っ て 審査 委員
一

同 駄 本論文が博士 (農学) の 学位論文と して価値あるもの と認 めた




